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Coffee Breakは、昭和56年の創刊以来、コーヒーの生産・消費・市

場・歴史・文化・科学情報など、様 な々視点から長い時間に渡ってコーヒ

ー業界内の大きなトピックスを記録し続けてきました。

日本人の生活の中でコーヒーが親しまれるようになって以来数十年、今

やコーヒーは単なる嗜好飲料の枠を越えて、ライフスタイル、ファッション、

カルチャーの形成の一部分としての役割を果たしつつあります。また、「コ

ーヒーと健康」といった飲用面からの科学的分析も近年活発に行われる

ようになりました。

現在、Coffee Breakは業界情報誌として、またコーヒー専門誌として、

コーヒーにまつわり「現在、何が考えられ、何が行われているか。」を読者の

皆様に御紹介しております。
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Paris
Les Deux Magots

France
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Les Deux Magots

サルトルとヴォーボワールが毎日座った席は、道路に面した奥の角。
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サン・ジェルマン・デ・プレ教会

パリ右岸、華やかに道ゆく人 を々眺めながらいただくコーヒーの味はまた格別。

カフェ・ドゥ・マゴで働くギャルソンはいでたちも鮮やか。
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上／店内には店のいわれとなった、二つの中国人形（ドゥ・マゴ）が飾ってある。下／コーヒーは茶色のポットで運ばれ、好みの量をタスに注いで飲む。
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店内の片隅には1933年以来のドゥ・マゴ文学賞の受賞作品が並ぶ。
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冬になると道路に張り出したテラスの椅子の上にはテントが架けられ、寒さを凌いで熱いコーヒーを楽しむ。

冬の日だまりで日光浴をしながらコーヒーを楽しむ人々。

é



「コーヒーブレイク」の御購読、またはバックナンバー御希望の方は、
『お名前（宛先）』『送付先御住所』『お電話番号』『御希望部数』を御
記入の上、左記編集部宛にＦＡＸまたは葉書にて、御連絡下さい。
〒１０3ー００１５ 東京都中央区日本橋箱崎町６ー２
全日本コーヒー協会内 コーヒーブレイク編集部
ＦＡＸ０３ー５６４９ー８３８８
＊御購読料は一部６００円（送料・税込）
本誌送付の際に振込用紙を同封させていただきますので、御手元
に届き次第お振り込み下さい。
尚、「コーヒーブレイク」のバックナンバー・新刊・御購読情報は全
日本コーヒー協会ホームページでも御案内させて頂いております。
アドレス http://coffee.ajca.or.jp/
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HOT MOCHA

コーヒーとチョコレートのハーモニーを
楽しむ暖かいライトカクテルです。
寒い冬の夜長を彩る一杯です。

●材料 ……………………………4人分
チョコレート ………………………200g
コーヒー・リキュール ………………60cc
コーヒー（濃く抽出し砂糖を加える）

……400cc
生クリーム ………………………200cc
チョコレートビーンズ ………………適量

●チョコレートは細かく刻み溶かしておく。
コーヒーとコーヒー・リキュールを加えグラ
スに入れ、ホイップクリームとチョコレート
ビーンズで飾る。



■表紙
ホットコーヒーの適温は60℃以上と言われ
る。抽出後の香り「アロマ」、さらに口に含
んだ時の香り「フレイバー」を充分に楽し
むことができる。コーヒーの香りには生理
学的にもリラックス効果やリフレッシュ効果
が認められている。


